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パレート最適と競争均衡

福 岡 正 夫

1 . 競争均衡の体系は，現実の経済に内在する調整機構の写しであるばかりでなく，また配分秩 

序の標準， 目標達成の手段としての規範的な性格をも具えている。この盔者の側面で私企業体制の 

効率や経済計画の「競争的解決」の可能性などが問題とされる場合，それは古くから「パレ一ト最 

適」の概念と繫密なかかわり合いをもってきた。そしてそのような両者の対応関係の提唱は/それ 

がいずれのイデオロギーに由来するものであったにせよ，今日では「厚生経済学の基本定理;j と呼 

ばれる二つの科学的命題となって定型化されているのである。すなわち後に述べるようなある種の 

彼/E の下では，どんな跳争均衡点もかならずパレート最適になっているという命題がその一*つであ . 

り，向じく後述の若干の仮定の下で，どんなパレート最適もかならず競争均衡の仕組みとして達成 

できるという命題がもう一つである。 .

これらの命題は早くからパレ一卜自身やバロ 一ネの業績のなかで論ぜられ，やがてラーナー， ラ 

ンゲその他の学者の新厚生経済学や社会主義体制下の経済計算論などのなかで扱われたところであ 

るが，凸集合論の手法を用い変数の非負性をも考慮にいれた大域的な分析がなされたのは，1 9 5 0年 

代のアロ，-  や ドゥブリューの貢献をもって嚆矢とす(る。本稿は，この現代的形態での両命題の証明 

を，筆者の流儀で整頓しておくことを目的として記された覚書きであり，このような形の未定稿の

掲載については, _ 集者の慫慂と好意に負うものである。
- • '  ■ . . . . . . ■ • ■

2 . パレート最適とは，周知のように達成可能な資源配分の状態のうち， もはや他の消費者の選 

好を惡化させることなしには，どの消費者の選好をも向上させうる余地のない極服的な状態のこと 

である。

当該の経済はw 滅類の財，w 人の消赀者， I 人の生産者から成ると考え，各消敎者デの消費なら

びに各生産者S の生産は，それぞれ；̂ の点が，ザ であらわされるとする。また前者の消費可能集

注（1 ) K. J. Arrow, "An Extension of the Basic Theorems of Classical Welfare Economica1，, in J. Neyman ed., Pro
ceedings of the Second Berkeley Symposinm on Mathematical Statistics and Probability, 1 9 5 1 .G. Debreu, “The 
Coefficient of Resource UtilizationM, Ecormmlrica, July 1951, ditto, Theory of Value, 1959, Chapter 6. ditto, 
"Economic Equilibrium”，in H. W. Kuhn and G.P. Szego, ed., Mathematical Systems Theory and Ecommm 1 ,1969, 
Section 2,

> 1 (,359)------
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パレート最適と競争均衡

合 は ：̂ で，後者の生產可能集合はy s であらわされ，各資源の所与の存在総量は免であらわされ 

るとすれば，上の定義で達成可能な資源配分の状態というのは，

⑴  1 : : v  ::ぃ：

af  f X r, ず e F s (r— 1 , 2，… ，m ;  s = l , 2, •"，I)

を満たすような（(0；つ，（マ/ ) ) 三( « が， •••, xnl (y\ y\ •••, ? / 0 )の組のことである。そこで以下では, 

そのような（( f ) , (ず)）.の集合をA で記し，これを達成可能な配分の集合と呼んでいくことにする。

前稿どおり消费者の消費可能集合は各自の選好にもとづく完全な凝順序によって順序づけられる 

と想定し，o T が af ’よ り 選 好 さ れ る 場 合 を 両 者 が 無 羞 別 な 場 合 を そ の い ず れ か  

で あ る 場 合 を •’ のように記す。そのとき，いまA に含ま办るニ組の達成可能状態（( f ) ，(ず)), 

((a O , < y’)）に対して， もしすベての？，に っ い て で ， 小くとも一っのデにっいて icrP r» r/
.. ' . . ，厂 . . ，.- • , . . ， . . . . . パ . . ：厂パ 1 -

なら，社会は( ( O , (ゾ) ) を ((«r/), より選好し，またすベてのァにっいてa f T h " なら， 社会

は （(af)，(ず)i  ((xr/\ (が0 ) のいずれをも無差別とみなすと定義する。するとある状態（(が )，（が*)) 

がパレート最適であるとは，精確に述べれば,

(イ） （0»r*), (ys*))€ A であって， しかも

(ロ) ( ( め ，（ず)パ 4 のようなどんな（(af)，な* ) )に対しても， -

すべてのデにっいてacrR rxr* •

少くとも一っのデにっいてが *

となることはない ■

ということであり，したがってそれは上記の社会的選好規準にてらして，どんな達成可能な状態に 
へ ，  ̂ ( 2 ) :

よっても凌駕されることのない達成可能な状態にほかならないと言いかえられるであろう。

いますべてのr にっいて：̂ が凸であり，また選好が連続であるとするならば，それぞれのX r
. ⑶

の点がに対して実数値uTを対応させる速続な効用函数‘ ( Z ウの存在することが知られている。 

したがって達成可能な集合益の各点（(of)，（が)）に対してもw 個の実数値{uu u2, O を対応 

させる速続なべクトル函数机C 4 )があることになる。そこでこの函数を用いて二っの達成可能状態 

((aつ，G / ) ) , ((が’) , ( が0 ) を比較するとすれば，すべてのr にっいて%办 0 $ 汉ズが0 で,少くとも一
' .パ ’.

つの r にっいてル (が) > ‘ (尤のであるとき， しかもそのときにのみ，（(が)，（が)）は （(， )，（ダ)）よ 

り選好され，またすベてのデにっいてル(が) ニルO k")のとき， しかもそのときにのみ，両者は無差 

別となる。 依って, ある配分状態（(af*)，（が* ) ) がパレート最適であるとは， この函数对による 

( ( # * )，(が*))の像が同じく w による4 の像ひ = 双0 4 ) の最大元になっているということであり，そ

注（2 ) : との選好規犁によれば，■あるデにっいて妒汐3パで他のデにっいてダ严ぜの場合には， 丨JIJちかに((*>),(浐>),((が )，■

(が0 ) の俊劣に)奶ぼをっけることはできなv 、。依って，との規準にもとづく凝舰序は，個々の消贤渚のそれとほ輿なり， 

「完全/ な凝順序ではない。

(3 )  G. Debreu, Theory of Valw, 1959, pp. 5 6 - 5 9 .棉_ : 夫 「消赀杰■均衡の純仲理論j , 綷济学尔報 12, pp. 9 -1 8 .

■-------   2 (.360)----- -
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パレート最適と競争均衡•,

のよう，な最大元の集合ひmaxがいわゆる r効用可能性ブp y / rィアj をあらわすcpで あ る (第 1 図

さて不等式Z U r—公 が 级 を 満 た す （(れ （ゲ)）の集合をM とすれば，達成可能な集合んはそ

の定義から（/ ん尤ウ父(仏 ]P ) と见との共通部分であると考えられる。 そこで: Y g がそれぞれ

及* の閉部分集合であるとすれば， いうまでもなく（/ z j o x C / z j p ) は 俨 (m+<1の閉部分集合であ

り，他方似もまた R nlm+l)で外個の不等式が規定する閉半空間め共通部分になっているから， 当

然 + < |の閉部分集合である。 ゆえに前稿の伖定からX ，，P の閉性が満たされている場合に 
⑷

は，汲 は の 閉 部 分 集 合 に な る と い う こ と が で き る 。， V

っ ぎ に x r を 含 む 空 間 俨 へ の ▲ の射影を か， ま た r s を含む空間丑" へ め a の射影を 

と記せば，同じく前稿の諸仮定

C 1 尤7■ は閉かっ凸で，下に有界  .

、P 1 F * は閉かク凸で，原点を含む 

P 3  {0} (Irreversibility)

P  4 K 3 ( —X I ) (Free Disposal) *
_ -  (5)

の下では， 文' f s はすべて有界集合となることが証明される。したがって（/7 ズつ、(仏か）は有

界となり，明らかに i4 C ( /7 rl r) X (仏か）であるから，:A もまた有界となる。

依 っ て れ し ！] +  P となるように纪が与えられさえすれば,ふは上記の諸仮定の下で

非空なコンパクト集合となり， したがってびの上で把* から R への任意の連練:増加函数を最大に

することにより，U の最大元すなわちパレート最適の存在することは明らかである。

 _________— 一：—   一一一一— 一 . . 、 .へ .....：入 .… - ..い '.… -..

注（4 ) 福阏正夫「消费渚均衡の純粋拙論j 経済学年報12, p. 3 のC 1 ,および同「生產渚均衡の純粋迦論」三丨丨丨学会雑誌， .. 

笫 6 2 卷第9 号，p . 1 の P 1 . .

(6 )  K. J, Arrow and G. Debreu, “Existence of ati Equilibrluni for a Competitive Ec6n6my”.,’ Economdrim, July 
1954, pp. 276〜277 .福岡「競争均衡の存在」絰済牵牟報, 14, pp. 10—12.



パ■レ— —ト最適と競争均衡

3 . ま ず 「競争均衡がパレート最適になるj という, より単純な命題のほうから始めよう,

いま各資源の総量无がそれぞれ扩ずつ各消費者に所有され，また利潤p»y3が Q,飞の比率で（ここ 

で I S O ,  UrOr^l)配当される私的所有制経済を考える。するとその経済の競争均衡点（レ *)，(ず*)， 

浐）はつぎのように定義される。

(a) Xr* は p*. Xr̂ p**xr +  Z 3Or.P*^*}の す ベ て の に 対 し て ，選好 R r による最大 

元となっている。

( b ) が* は が e F s のずベてのがに対して，利潤がすを最大ならしめている。
m I

( c ) ，三2  が* —2 が* —沄S O  で，か つ 、 

そこでつぎの定理が成立する。 丨

定理

仮 定  ；

C3〃 任意の W  e X r のどんな近傍F r0cr/) にも, 犷 e xrP rxr/となるようなa Tが

-* . ■.ナフ. -

を満たす私有制経済の競勢均衡点（(が'*)，（が*)，？?*)は, かならずパレ一卜最適どなっている/  

証 明

もし結論に反して， （(が* ) , ( が* ) ) ,がパレート最適ではなかったとするならば, l u s i L が+兩

xr € X r,ザ C Y 3 を満たす_ ( f ) のなかに，すべてのr についてxr/R rxr̂ で，かつ少くとも一'O の r

についてが ’ となるような（ザ0 がかならず存在する。 そ し て xr/R rxr* の？*については，

( 2 ) v* * xr/> ：p**xr +  S  OrsV* *2/s*

となるのでなぐてはならない。_ 実 も し 扩 で ，しかもが=.，<?>*.sr+ 2 1 デ•が*であっ

たとすれば，局所的非飽和性の仮定C 3 " から， そのような扩んの近傍にが" が あ っ て 分 ，

で p * i r〃g ；p*Wr +  2 クr*が:•が* とできるから，af"Pa;r*，2>*.fl5r"会p* •か+  2 ルぶ*ず * が成立して,' 
8=1 (6) 8=1 

扩平が均衡点という仮定に矛盾する• 他 方 af’P f * のようなr については明らかに

( 3 ) 2>* *xr/y-j)* • -I- 2  0r/p*»y9*

が成立するから， これら（2) ( 3 ) をすベてのr について迈々足しあわせ,がの纩については 

が:•が*きゲずであることを考慮すれば， .

P* * 2  S>r/\>P* • S  Orgp* • Vs*

~ p * ficr +  ̂ , i)*•y9*

— p * ♦识+ 2 ] が1ず 

となって，結局達成可能な（(が0 , （が)）について

注（6 )  C 3 " の使；]]についてはDetoeu, ^Economic Equilibrium”，p p . 16〜1 7 に負う。この仮觉の代りに: ^ の凸他と選好- 

の坩調性 「が> * "  ならが/々 "j を JI! いても， 同様に⑵が導ける。 この点については根岸隆*■伽格と配分の]l i i b

一 徽 一 侧 — ’ '

msm

パレート最適と競争均衡

( 4 ) 浐 . ( 2 ^  —i l :ゲー旬 > 0

が成立ったことになる。 ところが（(aて)，（が))€义であるととろから 厂

で， しかも？)*> 0 であるから

( 5 )  p* * (Z3 xr/ —1 ] ^

となり，これは⑷と矛盾する。 したがって当該の競争均衡点はパレート最適を満たすのでなくて 

はがらない。Q.E.D.

以上の証明の推論が，選好の凸性ゃ生産可能性集合の凸性に何ら依存していないことには注目し 

ておいてよいであろう。

• ■' *

4 . つ ぎ に 「パレート最適が_ 令均衡点になる」という，一そう意味深い逆命題のほうに転ずる 

.ことにしよう。

定 理  

仮 矩

• c i  .⑷ x r \ m  (

C 2 ( b ) ，どんな , e X r に対しても，集 合 { f  e X ^ R ^ } は Z ァのなかで閉じている

€ 4  » ri ^ r’ ならば，任意の実数 0 O O について咖，+ ( 1 —

P 1 " ⑷ F は凸

を満たす経済のパレ一ト最適点（0cr*)，(if*))には， 少くとも一つのデについてが飽和点で 

ないかぎり，かならず条件 

(イ） xr* は {犷 e の上で？)* . o f を最小ならしめる

(ロ） Vs* はの上で浐 •ダを最大ならしめる  

を満たす価格浐> 0 が対応している。 ノ

証 明

いま •.パ e X lo j W a f* ) ,  X r-xr*^{xr e X r\xrP rxr* )と定義し，

( 6 )  G ^ X r/'xr/* ^ X r-xr*~-I]Y>- m  '

のような集合をつく？てみよう。すると仮宠から（(がホ) , ( が*))はパレート最適なのであるから 

は負の象限一ぬとは共通部分をもちえない。 なぜなら， もしそうでないとすれば，明らかにパレ 

ート最適を凌駕する（(が)，（が)）が 4 に含まれ，不合理が生じるからである。

さらにG は肋集合となる。 なぜなら以，C 4 か ら と 了 〃 ’ は曲とな(り, ま た P l〃 (a)
. ♦

. • ' • ■ .
n ..一      ：   -    : . . . . . . .  '

注（7 ) 福I用 n削!m 均衡の純神理論j PP- 23-24. 0 2 を伖进すれば，C 4か ら C4"となって(p. 24. n. 3), X ^ r*は凸と 

な り （P. 2 3 ) ,ふたたび C 4 か ら ：̂  ノ# もまた四となるん

5 (363) -^―



パレート最逾と競♦均衡

から y ■は凸だからである。そこで周知の分離定理が使えて，原点 0 をとおりG  t

る超平面丑があり，6 に属するすべての点a に対して

C 7) ^ > 0
(8)

とすることができる。（第2 図参照）

■ぬ とを分離す

H

ところで

•、X r/ sc 氺— *，ゾ*

三 X r,.

= x r,-*r/* + U Z -
， r+rV ^

第 2 図

と書き，ir ン々 * 

となるから,

し U P — {对 

し！] F*— {対.

の閉包をX ベ. * " * と記せば， 仮 楚 C2, C 4

- S r し ㈤c z " ン  * + 1 )ズ，
o '

• - .ノ， : .

となって，G もまたG と同じく上記の超平而の上側に含まれ，すべてのae G に対して
• • ： i. ' 、... . . . . . '  ： . . . . —

となる。

以上でG に含まれるすべてのa に対して， レたがってX ，，’ * に含まれるすべてのめY *に含ま 

れるすべてのがに対して

( 8 ) 一 卣 ザ — :

となることが叨らかになった。ところが所与のパレート最適の点（(of *)，(が*))そのものについても 

当然が * fJT*‘パ , Vs* C Y * であるから， ( 8 )が成立して，？)*• ( ! ] ,が 一 I L が*)2 が^ 。他 方 （(•ザ**)， 

(ダ* ))は ^ に含まれねばならないから，？) * > 0を 考 虛 し て s 8が”^)*•もゆえに最適

注（8 )....分離矩理については G. Debreu, “Separation Theorems for Convex Sets”, Cowles Commission Discussion Pdper, 
June 2 ,1 9 5 3およびニ階觉副句rJJi代搔济学の数学的方決』pp. 203〜20 8 など参照。 MMM に含まれ^> 6にらい

てはかならず浐A S O となっているから，P *が负の成分を含めば不合理が生じる。というのは一沿の内；な力、ら&を遝 

ベはV 任窓のA > 0 に対して从もまた一ねに含まれ , したがってp * 4 b < 0 となるが，他方もしp *に负の成分がカ> 
れば，A ->coとするとき‘?)**A 6 > 0となるからである。， • ,

. -—~  '6 (364) -

パレーK最適と競争均衡.

点については  ' • ハ

( 9 )  ?)* ~ X 5  y9*)— p**x

b なり， ( 8 ) とあわせて f  e X r'xr*, y  e P のようなすべての（(ダ) , （が) ) に 対 し て ： .

(10) p* • (2  cor*- 2] • (S  — S  ?/*) ィ

が得られることになる。そこでこれを個々の項に「分解」す れ ば , 明 ら か に お の よ う な  

すべての cbr に対して へ

：•(11 )

が得られ，またV e y * めようなすべての扩に妹しで  へ . ： -'■}：

( 1 2 )  p *  ♦が* — 岁*ザ 

が得られるo 依って証明すべき命題(イXロ)が成立したことになる。

定理

上記の仮定に加えて，さらに条件M i n - . X 1•半 •ガ* が満たされれば，パレ - ト最適（(が*), 

(が* ) ) は競争均衡点になる。

証明

C l,C 2 ,  M in铲 . 尤5•くが=ザ*の仮定の下では

(A )  xrR rxr*t xr c X r のようなすベて Q  xr をこついて

ならば ——
. .  , . . .

(B )  のようなすべてめxr e X r につ)/、て ：cr*/2W

とね:冬ごとが知られている。 ’

依ってが*はが•が* にひとしい所得の制約下での消費者の均衡点となっ弋おり，そのよぅチsM 

得はそれぞれの消費者に
• f ' 圓 . .

H 作 一i ：S w + 去ぼ—. 1■ホ+ 舀 *)

の資源を与え,また  ，

d r s

(11) {

の利潤の分け前を与えることによって保証される。ゆえに総所得？>*•运+ 2 浐 を こ の よ う な ル
. . . 3  = 1 . : . . . 八 •

—ルで分配する私有制経済を考えれば, パレート最適点（(ザ* ) , ( が*))はその競争均衡点として達
’ • , . ’ ' '； パ；■ • ■-
成される。

注（9 ) 一つのr を除く他のすべての/ についてダら® " * .すべてのs についてがニー とおけば，ベ11):が得られ，また 

すべてのナについてa f-ic—* , —つのs を除く他のすべてのY について.がら, * とおけば，（12)■が得ら；Kる。.
(10) Debreu, Theory of Value, pp. 68〜69. 福丨吼 r消费者均衡;P j^」，pp. 2 9 -3 0  参照4
( 1 1 ) このように分配を決めれば,明らかに 

p*. xr* ~ p*»xr+ ^ 0 r,v* • t*

となる* ■
7  (365) —~-  *
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パレート最適と競争均衡

定理の条件M i n p * . X # ^ . a f * が満たされない場合には， すべてのパレート最適が競争均衡点 

として実現されるとはかぎらなくなる。この点についてはアローに負う著名な反例があ( f 。

いま简単なニ個人ニ財の交換の事例を考え，第 3 図のようなボックス• ダイアグラムが描かれる 

としよう。するとa 点は 6 点などと同様パレート最適の点であるが, との場合讲* = 0  .とすれば，

0:点を原点とする消費者？• についてはM in於* . X r= 0 ，またa 点では浐 •が* = 0 であるから， M in  

p*-Xr=p*>xr* となっている。この消費者にとっては，たしかにa は が J T a }の上で， • 

®r を最小ならしめているが，他 方 {が e r i ，ゴ ‘ ；p * W  O 扩については， a より選好される点 

が a o 上にいくらでも見出され， したがってa は競争均衡点となることができない，

ズ,し一’ …

5 . 前節の議論の運びで重要なのは,，これによって価格のシステムがたんなる制度以上のもの， 

経済に内茬する固有なものであることが明らかにされている点である。ある厚生最適点をまったく 

「非資本主義的j に定義し， 私有制度にもとづかない資源配分を構想するとしても，普遍的な価格 

の組がおのずから存在し，その下であたかも個別主体の効用最大化，利潤最大化の合成的結果であ 

るかのごとくに，当該の最適編成を達成することができ名のでおる。パレート最適の概念が多くの 

制約を含むにもかかわらず，なお上述の定理が茁耍性を失わないのは，このような理由にもとづ、く 

ものである。

もちろん上の燔結は資產または所得の一括的：PJ分配を要求するであろうから,当該の経済が本来 

的に私的な経済で上記の苒分配を受容しない場合には，当初の最適を達成しえないことは\；、うまで 

もない。そのような分配の問題は， ここではとり极わない外部性の問題などとともに， いわゆる 

「公共経済ギj の課題であり，そこでは選好' (P referen ce)ばかりでなく価値（Value) が対象とされ 

ねばならないであろう。

注（12) Arrow, "An Extension，，，pp. 527- 528,根焊降,，前掲撙 pp. 39〜40 .参照，

— 8 (366)— —
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パリ•コミューンとその現代における歴史的意義

— パリ • コミューン100年記念に想う一  .

飯 田 鼎

1. はしがき
. . . . . . . .  ' .. . .

2 . パ リ • コミA ~ソの歴史的背景
, . .

3 . パ リ ‘コミューンの本質

4 . パ リ •コミューンの歴史的意義 .

1

パ リ • コ ミ ュ ー ン O 歴史的意義が説かれて以来久しい。そしていま，1971年 3 月1 8日を迎えてこ

注（1 ) パリ • コミューン100年を迎えて，ヨーロッパの学界で，は，これi 記念するいろいろな行祺や業績の出版が行われて 

いる。过典的名著.として知られるリサガレ—めす 3 ミューン史j (Lissagaray, L’histoire d e l a  Commune d e 1871, 
1878, B ru xelles)も1966年には復刻版が出ており，最近， この邦訳が出たことは， コミューンの歴史に関心をもつもの 

にとって，まことに有益である（喜安朗•長部:屯康訳 •■パリ • コミューン」 （上下)，現代思潮社1968〜69) , また最近 

におけ .る注目すべきコミュー'ン研究と.しては， ルフエ一プルの研究「ぅミェ 一 ソ 0 )宣言」 (Henri Lefebure, La 
Proclamation de la Commune (26 Mars 1871) 1 9 65 )がある。これも邦訳された（河野随ニ. 柴田朝子訳「パリ•コミ 

ューソj 上下，岩波書炻，1967〜6 8 ^ )。 マルクス主義の立場に立ち，分析的な興味深いコミュ一シ観を展開している。

、ルフ;c 一タルの見解についてはのちにふれるであろう。’なおすでに_ 訳されたものとしては， ジョルジュ..ブルジャン

「パリ • コミューンj (ク セ ジ ュ 文 1961年，白水社，ジュール• ヴアレスの自伝的小説「パリ • コミューン』（1如5伞 

中央'公論社）などが& 目をひく，従来わが国におけるパリ• コミ立一ンの研免は，必ずしも盛んとはいえないが，ただひ 

とつ，大仏次郎「パリ燃ゆj (1964年朝日新聞社） は必読の文献である。社会科学の研究というよりは文学書とI 、った方 

が正しV、が，世に残る傑作であると信ずる» 筆者の叙述もルフヱ一ブル， リサガレ一の著書とともにこれに多くのものを 

負ってV、る。また淡徳三郎'「パリ•コン 5 ュン史j (1 9 6 8 ^ ,法政大学出版局）も，速本的には， リサガレーの上に立っ 

ているが，節潔で興味深い。そのほか. 最近筆者が入宇しえたものとしては，史料的なものとしてドde D elphi (edition) 
Le Journal Official de le Commune de 1871, 1965, Paris. Le3 31 stances ofileiellea de la commune de Paris, 1970, 
PaHsがある6 そのほか，研究辑は部常に多い• たとえば♦ A. Chaboseau, De Babeuf a la  Comniune. 1911 (reprint), 
1970, Faucher, 1沿 Veritable Histoire de la Comniune. 72 Jours qui ont a jamais 6beranle l'histoire du rnonde, 
1969, (Tome 1 ; Paris la Rauge./Tome 2: Les Roses de mais). P. Lidsky, Les 6crivains contre la Commune, 1970, 
B. Becker, Gesehiehte und Theorie der Pariser revolutionaren Kommune des Jahres 1871, Neudruck (Leipzig, 
1879). T. Remy, La Commune  ̂ Montmartre, Vingt-trois mais 1871. A.Zelker, Les Hommes de la Coinmune, 1969.

Peter Jokoatrft, Als die Jiiilerien brannten, der Aufstand der Parisier Kommune 1871, Wien. G. Coulonges, La 
Commune en chantant, 1970, J.Duclos, La Commune de Paris, A 1'assaut du ciel, 1970, Pariser Kommuno 1871, 
Berichte und Dokumente, Bearbeit<?r； E. Kyndel, 1971,E. Pottier, Die Internationale (Zum hundersten Jahrestag 
der Pariser Kommune erscheint 1971 in einer bibliophilen Ausgabe), Deutsch von E. Weinert, 1971. しかしこれら 

の研究の本格的な检討は，別の機会にゆずらなければならない* • •


